
人権

 方針
　すべての人びとの人権の尊重は、当社グループの事業活動において最も重要なことの一つです。
2021年度に取締役会の承認のもと制定した「旭化成グループ人権方針」は、「国際人権章典」および
ILO（国際労働機関）の「労働における基本的原則および権利に関する宣言」に準拠しています。加え
て、国連グローバルコンパクトの10原則と国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」「子どもの権利
とビジネスの原則」に賛同し、これらの枠組みをもとに、事業における人権課題の把握と適切な対処に
取り組みます。

旭化成グループ人権方針

基本的な考え方
 • ステークホルダーすべての人権を尊重する
 • 国際的な人権規範に則る
 • 人権侵害等の発生時には、ビジネスパートナーと低減・解消に努める

人権尊重の実践（日常の活動）
 •  法令遵守（労働時間、賃金、安全衛生、 

個人情報保護等）
 • 禁止事項（差別、ハラスメント等）
 •  社会の皆さまの人権尊重（お客さま、地域など）

人権尊重の推進（会社としての取り組み）
 •  関係者に対する人権についてのトレーニング
 • 人権デュー・ディリジェンス
 • ステークホルダーとの対話・協議
 • 通報・相談窓口
 • 情報公開

　サプライチェーンに関しても、購買方針 において「すべてのお取引先は、旭化成グループにとって
大切なパートナーである」という考えと当社グループの方針を表明するとともに、2021年にサプライ
ヤーガイドライン を策定し、お取引先における理解と協力につなげています。

 人権に関する教育・啓発 
　当社グループでは「旭化成グループ行動規範」の「人権・多様性の尊重」の項の中でも、あらゆる差
別およびハラスメントを容認しない方針を明示しています。2022年度の教育・啓発活動としては、経
営層に対して、社外有識者による人権セミナーを開催しました。また、従業員に対しては、ビジネスと
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人権に関するeラーニングを実施し、人権尊重について理解促進を図りました。今後も継続的に人権
に関する啓発活動を実施し、取り組みを強化していきます。

 マネジメント体制
人権専門委員会の新設
　人権尊重について議論・方向付けする場として、
また、「旭化成グループ人権方針」の実現のための
推進体制として、人権専門委員会を新設し、2022

年に第1回委員会を開催しました。人権課題に対す
る世の中の関心が年々高まり、各国政府での法制
化が進む中、継続的に本委員会で人権への取り組
みに関する情報共有を図っていきます。

 調達における人権配慮 
　当社グループでは、購買・物流統括部とサステナビリティ推進部、グループ会社が連携し、人権尊重を
はじめとするCSR意識の醸成に取り組んでいます。当社のサプライヤーガイドラインにおいて、人権尊重
をお取引先の皆さまに遵守していただく事項として定めており、周知を徹底するとともに、CSR調達アン
ケートを毎年実施し、人権および労働慣行に関する各お取引先の取り組み状況の把握を行っています。
　また、非人道的武装勢力の資金源の可能性について指摘されている紛争鉱物への対応として、2022

年度は、タンタル、錫、タングステン、金、コバルト、およびマイカを含む調達原料について、お取引先
へ調査を実施し、すべて紛争鉱物に該当しないことを確認しました。
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